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愛南トピックス

今月の谷口町長は・・

輝け！愛南の宝、南高生

折々の便り

町政フラッシュ

「愛大南水研から、
こんにちは」

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

あいなん掲示板

愛は南から

目次愛南
トピッ

クス
2～

3

4～

9

25

26～

6/17
一本松チャリティゴルフ

実行委員会 ( 代表、福岡

義
よ し と

人さん ) が、町教育委

員会に「第 12 回チャリ

ティゴルフ大会」で集

まった寄付金で、10 万

円分の図書カードを寄贈

されました。図書カード

は、町内の各小学校で図

書購入のために使わせて

いただきます。ありがと

うございました。

28

7/1

10～

町の特産品 PR
車が誕生しまし
た。車体には、
特産品の写真
や「愛のある食
材を愛媛の南か
ら」「ぎょしょ
くのまち愛南
町」などの文字
が描かれ、産直
市等のイベント
時に物流支援を
行いながら町を
PRします。

表紙の写真コメント

南高吹奏楽部と上海

師範大学附属高校吹奏楽団

との合同演奏の様子です。

7/4

南宇和交通安全協会

城辺支部の皆さんが

「温暖化防止と省エ

ネ」に関心を持って

もらおうと、城辺小

学校にプランターに

植えたゴーヤー、ヤ

マイモの苗を贈りま

した。クールな教室

に、児童も感激の様

子です。

7/18

20～

19

22～

松山市で行われた「平

成 20 年度愛媛県交通

安全母の会連合会総

会」(6/20) において、

船越小学校守り育て

る協議会 ( 会長、宮﨑

晴
は る お

男さん ) の登下校時

の見守りと交通安全の

指導等の活動が評価さ

れ、同会長賞を受賞さ

れました。

7/4
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　6月は、全国過疎地域
自立促進連盟理事会 (16
日、東京都 )、宇和島地
区広域事務組合運営審議
会 (17日、宇和島市 )、愛
媛大学南予水産研究セン
ター設置記念式典 (19日、
松山市 )、国道 56号及び
高規格道路の知事要望(26
日、松山市 ) などに出席
しました。
　7 月は、みしょうMIC
新鮮市まつちか店オープ
ニングセレモニー (1 日、
松山市 )、愛南地区防犯協
会総会 (3 日 )、愛媛県市
町道路整備促進期成同盟
会定期総会(7日、松山市)、
篠山観光開発協議会総会
(10日 )などに出席しまし
た。
　私は、第一次産業の活
性化をめざした「愛なん
ブランド」の推進、全国
に誇れる美しい自然環境
を守り育てる「環境施策」
を政策の柱に掲げてきま
した。美しい生活環境は、
地域に暮らす皆様の自然
環境に配慮したライフス
タイルから生れると思い
ます。ごみや有害物質の
少ない海、川を実現して
いくこと、つまり生活の
中で実感できる美しさを
体感できる町でありたい
と願っています。そのた
めには、住民の皆さんの
協力が必要です。そんな
思いから「環境フォーラ
ム」を開催させていただ
きました。今後、身近な
生活環境に関心を持って
いただく、そんな人の輪
が広がっていくことを期
待したいと思います。

今月の谷口町長は・・

「みしょうMIC 新鮮市まつちか店」オープニングセレモニーでのテープ

カットです。（写真左から、永元義
よしあき

秋愛南総研取締役、谷口町長、中村

時
ときひろ

広松山市長、佐伯要
かなめ

伊予鉄道株式会社社長）

7/1

町婦人会一本松支部 (13 名が指導 ) の皆さんが指導して、東海小学校 5

年生が「防災頭巾づくり」に挑戦しました。

6/30

今号
の

注目記
事

山本照
て る こ

子南予海事協会会長が、町に自動体外式除細動機 (AED) を寄贈さ
れました。

7/14

7/10
僧都小学校児童の製作した彫刻作品とともに、皆さんの笑顔を撮影しま

した。
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輝
け
!
愛
南
の
宝
、
南
高
生

　

町
内
で
唯
一
の
高
校
で
あ
る
南
宇
和

高
校
。
そ
の
学
び
舎
で
育
っ
た
多
く

の
人
材
が
、
町
内
外
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
そ
の
高
校
時
代
に
、
ど
ん

な
体
験
を
し
た
の
か
が
、
そ
の
後

の
人
生
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
友
や
師

と
日
々
の
厳
し
い
練
習
を
乗

り
越
え
、
見
事
、
平
成
20
年

度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
出
場
、
日
中
国
際
交

流
音
楽
祭
及
び
漫
画
甲
子

園
な
ど
、
輝
か
し
い
活
躍

を
見
せ
て
く
れ
た
「
南

高
生
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
、
生
徒
た
ち
の

輝
い
た
表
情
を
お
届

け
し
ま
す
。

日中国際音楽祭に出演した皆さん（南宇和高校吹奏楽部と上海師範大学附属高校吹奏楽団ほか）
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音
楽
が
つ
な
い
だ
国
と
国
、
心
と
心
!

　

上
海
師
範
大
学
附
属
高
校
の

校
長
先
生
が
、
昨
年
の
8
月
18

日
、
19
日
に
行
わ
れ
た
「
上
海
国
際
音

楽
祭
」
で
の
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
に
感
動
さ
れ
、
南
宇
和
高
校
に
生

徒
を
連
れ
て
行
き
た
い
と
い
う
思
い
を

抱
か
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

日
中
の
国
際
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

（
上
海
師
範
大
学
附
属
高
校
は
、
修
学

旅
行
を
兼
ね
、
中
学
生
20
名
、
高
校

生
60
名
、
引
率
教
員
ほ
か
10
名
が

来
町
）
来
町
当
日
は
、
南
宇
和
高
校

で
、
全
校
生
徒
が
参
加
し
て
歓
迎
式

典
が
催
さ
れ
、
柔
道
部
の
演
技
や

筝そ

う

き

ょ

く

ぶ

曲
部
の
琴
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
上
海
師
範
大
学
附
属
高

校
か
ら
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
と

独
唱
が
あ
り
、
和
や
か
な
歓
迎
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
御
荘
、
城
辺
、
一
本
松
の

各
中
学
校
、
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽

部
、
上
海
師
範
大
学
附
属
高
校
吹
奏

楽
団
が
参
加
し
て
「
日
中
国
際
交
流

音
楽
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的

で
「
音
楽
に
国
境
は
な
い
」
と
い
う

思
い

を
抱
か

せ

て

く

れ

る
感
動
的
な
ス

テ
ー
ジ
で
し
た
。
ま

た
、
演
奏
後
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
も
行
わ
れ
、
生
徒
に

と
っ
て
は
中
国
を
身
近
に
感
じ
る

機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

7/
　4

上海師範大学附属高校
吹奏楽団の皆さん
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相
撲
部
が
、
平
成

20
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
相
撲
競

技
の
愛
媛
県
予
選
団
体
の

部
〈
小
西
涼

り
ょ
う

太た

く
ん
（
3

年
）
、
若
松
良

り
ょ
う

健け

ん

く
ん
（
2

年
）
、
小
松
功こ

う

大だ

い

く
ん
、
寺

岡
慎し

ん

人と

く
ん
、
山
木
翔

し
ょ
う

平へ

い

く

ん
（
以
上
、
1
年
）
〉
で
優

勝
、
個
人
の
部
で
小
松
功こ

う

大だ

い

く
ん

（
1
年
）
が
優
勝
を
飾
り
、
埼
玉
県

秩
父
市
で
開
催
さ
れ
る
「
平
成
20
年

度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
相

撲
競
技
」
（
7
/
29
〜
31
、
秩
父
文

化
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
）
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

監
督
を
務
め
る
鵜
塚
浩ひ

ろ

ゆ

き幸
さ
ん
が

出
場
し
て
以
来
、
29
年
ぶ
り
の
快
挙

と
な
り
ま
す
。
昨
年
、
4
月
か
ら
外

部
コ
ー
チ
と
し
て
選
手
を
育
成
、
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
矢
野
雅ま

さ

巳み

さ
ん

（
城
辺
中
学
校
教
諭
）
は
「
生
徒
と

と
も
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
練
習
し

た
成
果
が
、
全
国
へ
の
扉
を
開
い

た
と
思
う
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大

切
に
、
全
国
の
強
豪
に
挑
ん
で
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
監
督
の
鵜
塚
さ
ん
は

「
全
国
大
会
に
出
場
が
で
き
た
の

も
、
南
宇
和
相
撲
連
盟
の
方
々
の
物

心
両
面
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」

と
、
地
域
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
口
に

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
含
め
、
優
勝
等
の
好

成
績
の
裏
に
は
、
選
手
、
指
導
者
、

保
護
者
、
地
域
の
一
体
感
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
に

は
、
様
々
な
人
の
思
い
を
力
に
、
持

て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

7/
　5

全国大会に向けての抱負を紹介します。
写真前列右から

小西涼
りょう

太
た

くん
　キャプテンとしてチームをまとめ、決勝トーナメントに残りたい。そ
して、一つでも多く、全国の強豪にぶつかっていきたいと思います。

若松良
りょう

健
け ん

くん
　全国大会では、強い人ばかりなので、全力で向かっていきたいと思
います。

小松功
こ う

大
だ い

くん
　団体でも、個人でも、決勝トーナメント進出をめざし、全力で試合
に臨みたいと思います。

後列中央 外部コーチの矢野雅
ま さ み

巳先生
後列右端

寺岡慎
し ん

人
と

くん

　強い人との取組を楽しみたい。そして、決勝トーナメントに進みた
いと思います。

後列左端

山木翔
しょう

平
へ い

くん
　全国大会という大きな舞台で、試合できることが楽しみです。そし
て、一つでも多くの試合で勝ちたいと思います。

力
強
く
押
し
切
り
た
い
！
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美
術
部
に
所
属
す
る
山
本
美み

有ゆ

紀き

さ
ん
、
稲い

な

野の

和
な

ご

み

さ
ん
、
松

田
伊い

代よ

さ
ん
、
下
田
真ま

由ゆ

さ
ん
（
以

上
、
3
年
）
が
、
2
年
連
続
「
第
17

回
全
国
高
等
学
校
漫
画
選
手
権
大

会
（
ま
ん
が
甲
子
園
）
」
に
出
場

（
8
/
2
・
3
、
高
知
市
で
開
催
）
し

ま
し
た
。
同
大
会
に
は
、
全
国
3
2
6

校
の
応
募
が
あ
り
、
22
都
道
府
県
、

30
校
が
本
選
に
出
場
し
、
高
校
ペ
ン

児
の
頂
点
を
め
ざ
し
ま
す
。
（
県
内

か
ら
の
出
場
は
、
南
宇
和
高
校
の

み
）

　

今
年
の
全
国
大
会
の
テ
ー
マ
（
選

択
制
）
は
「
偽
装
」
「
世
界
基
準
」

「
C
H
A
N
G
E
」
「
地
球
人
の

誇
り
」
「
ま
ん
が
遺

産
」
で
す
。
参
加
す
る
仲
良
し
4
人

組
に
、
大
会
に
向
け
た
抱
負
を
伺
う

と
「
昨
年
の
経
験
を
活
か
し
、
し
っ

か
り
と
し
た
準
備
を
し
た
い
。
そ
し

て
、
必
ず
決
勝
に
残
り
ま
す
」
と
、

力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年

を
経
験
し
た
だ
け
に
「
も
し
、
入
賞

で
き
な
か
っ
た

ら
ど
う
し
ょ
う
」
と
い
う
不
安

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
自
分
た
ち
を

信
じ
て
、
思
い
き
り
ペ
ン
を
走
ら
せ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

7/
　9 思
い
き
り
描
き
た
い
！

全国大会に向けての抱負を紹介します。
写真左から

山本美
み

有
ゆ

紀
き

さん
　主に色彩を担当しています。昨年のリベンジをしたい。
今年は、絶対に入賞します。

下田真
ま

由
ゆ

さん
　私も色彩を担当しています。メンバーの一人として、
自分の役割を全力で果たします。

松田伊
い

代
よ

さん
　私の担当は、下書きです。みんなで力を合わして
頑張ります。

稲
い な

野
の

和
な ご み

さん
　作品の構想、アイデアを提案するのが私の役割
です。入賞をめざしたい。でも、できれば優勝し
たいと思います。

予選通過作品 テーマ「居場所」

美術部顧問の

増岡奈
な お

緒先生
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陸
上
部
の
梶
原
広こ

う

だ

い大
く
ん

（
3
年
）
が
砲
丸
投
げ
で
、
平

成
20
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
陸
上
競
技
の
愛
媛
県
予
選
で
自
己
ベ

ス
ト
の
14
m
を
出
し
て
2
位
、
同
四
国

大
会
で
6
位
入
賞
を
果
た
し
、
全
国
大

会
（
7
/
29
〜
8
/
2
、
埼
玉
県
熊
谷

ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
陸
上
競
技
場
で
開

催
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

梶
原
く
ん
は
、
宇
和
島
市
津
島
町

の
出
身
で
、
自
宅
か
ら
通
学
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
通
学
等
、
大
変
な
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
陸
上
部
の

仲
間
と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
が
と

て
も
楽
し
み
だ
と
か
。
砲
丸
投
げ
を

始
め
た
き
っ
か
け
を
伺
う
と
「
高
校

に
入
学
し
て
、
砲
丸
投
げ
を
す
る
陸

上
部
の
先
輩
に
憧
れ
、
自
分
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
そ
れ
か
ら
は
、
先
生
や
先
輩
に

指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
徐
々
に

記
録
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
砲
丸
投
げ
な
ど
の
個
人

競
技
は
、
自
分
が
努
力
す
る
こ
と
を

あ
き
ら
め
る
と
、
記
録
も
伸
び
て
き

ま
せ
ん
。
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
師

や
友
の
存
在
が
、
梶
原
く
ん

を
厳
し
く
律
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
、
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

7/
　9 よ
り
遠
く
へ
投
げ
た
い
！
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折
々
の
便
り

　

私
は
、
一
本
松
で
生
ま
れ
育
ち
、
二
十
一
歳
で
上
京
し
て
五
十
一
年
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
淋

し
い
時
も
、
悲
し
い
時
も
、
苦
し
い
時
も
、
ふ
る
さ
と
の
山
や
川
は
、
私
に
生
き
抜
く
力
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
「
志
」
を
心
に
秘
め
て
上
京
し
、
現
在
ま
で
の
五
十
一
年
間
の
道
の
り
は
険
し
い
も

の
で
し
た
。
何
度
も
挫
折
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
々
に
、
映
画
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
一
コ
マ

の
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
の
山
や
川
、
そ
し
て
、
お
遍
路
さ
ん
の
歩
か
れ
る
穏
や
か
な
情
景
が
、
私
の

心
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

私
は
、
今
、
家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
全
国
の
教
育
委
員
会
や
P
T
A
大
会
等
の
講
演

で
、
日
本
各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
愛
南
町
に
講
演
で
伺
い
ま
し
た
時
、
参
加
さ
れ
た
方
々
が
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
な
ま
り
で
「
玲
子
ち
ゃ
ん
、
帰
っ
た
ん
か
な
あ
」
と
言
っ
て
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
親
戚
の
人
に
会
え
た
思
い
が
し
て

心
が
癒
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
私
の
父
や
母
も
、
現
在
住
ん
で
い
る
神
奈
川
県
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

き
っ
と
両
親
も
、
最
後
に
や
さ
し
い
「
ふ
る
さ
と
一
本
松
」
の
人
々
の
声
を
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　

講
演
先
の
講
師
紹
介
の
時
な
ど
「
内
田
先
生
は
、
愛
媛
県
愛
南
町
一
本
松
の
出
身
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
紹

介
が
、
私
の
誇
り
で
す
。
講
演
の
中
で
も
、
私
の
心
を
育
て
て
く
れ
た
一
本
松
の
話
を
よ
く
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
ど
の
県
に
行
き
ま
し
て
も
、
困
っ
た
親
が
多
く
「
内
田
先
生
、
親
の
再
教
育
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
全
国
各
地
で
、
私
た
ち
人
間
の

生
活
が
崩
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
行
く
末
を
想
う
と
、
不
安
が
募
り
ま
す
。
私
は
、
親
の
生
活
や
心
の
癖
を
コ
ピ
ー
し
た
結
果
、
青
少
年
が
崩
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
人
生
は
ブ
ー
メ
ラ
ン
で
す
。
子
育
て
は
、
親
が
育
て
た
通
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
で
は
、
年
間
百
六
十
回
ほ
ど
の
講
演
を
し
て
い
ま
す
が
、
講
演
依
頼
を
受
け
る
中
で
、
次
の
よ
う
な
事
を
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
と
こ
ろ
で

内
田
先
生
は
、
七
十
二
歳
で
す
よ
ね
。
保
護
者
に
、
内
田
先
生
が
死
な
な
い
う
ち
に
聞
か
せ
た
い
・
・
」
と
、
そ
ん
な
心
配
を
さ
れ
る
年
齢
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
、
人
生
の
答
え
は
、
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
探
求
し
、
広
く
伝
え
る
た
め
に
生
れ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
そ
の
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
一
本
松
を
与
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
間
だ
か
ら
淋
し
い
事
に
も
悲
し
い
事
に
も
出
合
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
あ
る
事
に
感
謝
し
「
あ
り
が
と
う
、
一
本
松
」
と
念
じ
な
が
ら
、
今
日
一
日
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
名
言
に
「
ど
ん
な
事
で
も
絶
望
よ
り
希
望

を
持
っ
た
方
が
い
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
た
人
生
の
道
を
良
し
と
受
け
止
め
、
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
命

終
わ
る
そ
の
日
ま
で
・
・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
投
稿
文　

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー  

内
田
玲れ

い

こ子
さ
ん
）

　

ふ
る
さ
と
愛
南
町
を
遠
く
離
れ
て
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
に
「
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
」
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
、
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
れ
ば
と

「
折
々
の
便
り
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
御
荘
菊
川
の
西
川
速は

や

み美
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
の
あ
っ
た
一
本
松
出
身
で
、
家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
内
田
玲れ

い

こ子
さ
ん(

神

奈
川
県
小
田
原
市
在
住)

か
ら
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

折
々
の
便
り

あ
り
が
と
う
、
ふ
る
さ
と
一
本
松
!

内田玲
れ い こ

子さん
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総
務
課
か
ら

決
定
し
た
各
委
員
会
等
の
委
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

　

愛
南
町
で
は
、
住
民
の
多
様
な
ご

意
思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

各
委
員
会
等
の
委
員
を
選
任
す
る
場

合
、
広
報
「
あ
い
な
ん
」
又
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
募
し
て

い
ま
す
が
、
次
の
委
員
会
の
委
員
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
、
公
募
委
員
の
兼
任
に
つ

い
て
は
、
３
つ
を
超
え
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
き
ま
す
。

氏　
　

名

住　

所

備
考

中　

村　

由ゆ

紀き

子こ

平
碆

公
募

小
野
山　

か
を
り

御
荘
平
山

公
募

橋　

本　

百も
も　

代よ

蓮
乗
寺

公
募

宮　

本　

和わ

か

こ

夏
子

増
田

公
募

濱　

本　

秀ひ
で　

雄お

船
越

公
募

○新庁舎建設計画町民検討委員会委員

委員の任期は、平成20年６月20日から意
見書を提出するまでです。

氏　　名 役職又は団体 地域

脇　田　達
たつ

　矢
や

愛南町議会議員 内海

山　下　太
たい

　三
ぞう

愛南町議会議員 御荘

  田　口　　　勝
まさる

愛南町議会議員 城辺

篠　田　美
よし

　登
のり

愛南町議会議員 一本松

中　野　光
みつ

　博
ひろ

愛南町議会議員 西海

中　村　威
い く お

久男
内海地域会長
（行政協力員代表）

内海

赤　松　作
さく

　男
お 御荘地域会長
（行政協力員代表）

御荘

清　水　岩
いわ

　門
と 城辺地域会長
（行政協力員代表）

城辺

宮　岡　秀
ひで

　幸
ゆき 一本松地域会長
（行政協力員代表）

一本松

池　田　俊
とし

　彦
ひこ 西海地域会長
（行政協力員代表）

西海

湯　浅　良
よし

　男
お

愛南町商工会 御荘

  二　神　　　修
おさむ

消防団長 一本松

山　岡　一
いち

　郎
ろう

JAえひめ南 西海

山　下　和
わ

太
た

郎
ろう

愛南漁協 城辺

川　東　祐
ゆう

　亮
すけ

身障者団体 御荘

尾　﨑　イトミ
食生活改善推進協
議会

一本松

楠　葉　めり子
こ

婦人連絡協議会 西海

藤　井　千
ち よ こ

代子 行政相談委員 内海

山　西　百
ゆ り こ

合子 女性団体 城辺

小野山　妙
たえ

　子
こ

女性団体 御荘

吉　村　則
のり

　男
お

公募委員 御荘

井　関　邦
くに

　秋
あき

公募委員 御荘

濱　田　多
た

妥
だ

雄
お

公募委員 内海

西　田　博
ひろ

　文
ふみ

公募委員 城辺

  徳　岡　　　朗
あきら

公募委員 一本松

○愛南町保健福祉センター運営委員会委員
委員の任期は、平成20年７月１日から平成22年３月31
日までです。

氏　　名 住　所 備　　考

山　田　鈴
すず

　子
こ

柏 子育て推進員

大　石　博
ひろ

　美
み

魚 神 山 健康推進員

中　村　由
ゆ き こ

紀子 平　　碆 公募

幸　崎　信
のぶ

　正
まさ

御荘平城 選挙管理委員会

川　東　祐
ゆう

　亮
すけ

御荘和口 身体障害者福祉協議会会長

梅　田　康
やす

　仁
ひと

御荘平城 民生児童委員協議会副会長

大　森　洋
よう

　子
こ

城 辺 甲 ボランティア連絡会会長

橋　本　百
もも

　代
よ

蓮 乗 寺 公募

 山　本　  　弘
ひろむ

古　　月 公募

宮　岡　秀
ひで

　幸
ゆき

広　　見 行政協力員代表者会副会長

森　岡　眞
ま ゆ み

由美 満　　倉 婦人連絡協議会会長

尾　﨑　イトミ 満　　倉 食生活改善推進協議会会長

 清　水　　  瀞
きよし

越　　田 老人クラブ連合会会長

池　田　眞
ま ち こ

千子 久　　家 母子寡婦福祉会会長

濱　田　清
きよ

　美
み

下 久 家 健康推進員

○
広
報
編
集
委
員
会
委
員

　

委
員
の
任
期
は
、
平
成
20
年
６
月
１

日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
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総
務
課
か
ら

委
員
を
公
募
し
ま
す
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を

　

必
要
と
し
て
い
ま
す
！

環
境
衛
生
課
か
ら

伝
え
よ
う
、

美
し
い
自
然
環
境
を
！

　

愛
南
町
で
は
、
次
の
と
お
り
「
御
荘

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
」
を

公
募
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
内
、
生
涯
学
習
課
（
℡
７
３

―

１
１
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
..to
w
n.ainan.E

him
e.jp/)

か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

委員の名称 御荘B&G海洋センター運営委員

職務の内容 御荘Ｂ＆Ｇ海洋センターの運営全般に関
して審議する。

報酬等の条件 日額７,０００円（交通費支給あり）
公募人数 ２名（委員定数10名）
任　　期 委嘱の日から、平成22年３月31日まで

応募資格 町内在住で、御荘Ｂ＆Ｇ海洋センターの活動
等に興味があり、熱意を持って審議できる方

応募先 御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター
募集期間 平成20年８月１日～25日まで
申込み先及び
問い合わせ先

御荘Ｂ＆Ｇ海洋センター
（℡７２－１１１７）

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認

知
症
の
方
々
を
支
援
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
年
を
と
れ
ば
誰
で
も
な

り
え
る
病
気
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
、
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ

て
、
地
域
社
会
で
の
生
活
は
、
ま
だ
ま
だ

安
心
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
出
し
よ
う
と
し
て
迷
っ
て
し
ま
う
、

買
い
た
い
物
が
あ
っ
て
も
う
ま
く
支
払

い
が
で
き
な
い
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
て
も
然
り
…
。
そ
ん
な
時
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
声
か
け
や
見
守
り
、
そ
っ

と
差
し
の
べ
ら
れ
る
手
が
あ
れ
ば
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
み
ん

な
で
支
え
あ
う
町
」
に
な
る
よ
う
、
認

知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
良
き
理
解

者
、
応
援
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

○
対
象

　

地
域
住
民
・
学
校
・
認
知
症
高
齢
者
の

身
近
な
生
活
に
関
わ
る
事
業
者
等（
個
人

や
団
体
、
人
数
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
内
容

　

認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
支
援
に
つ

い
て

○
講
師

　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

　

（
愛
南
町
：
６
名
）

○
受
講
時
間

　

60
〜
90
分
程
度（
希
望
に
応
じ
ま
す
） 

○
受
講
料
：
無
料

申
込
み
等
、
問
い
合
わ
せ

　

講
座
内
容
等
、
詳
し
く
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
事
務
局
〈
内
海
支
所
〉（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）に
問
い
合
わ
せ
だ
さ
い
。 

 6/
   29

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
人
と
自
然

と
の
共
生
を
考
え
る
「
愛
南
町
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
約
３
０
０
名
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
で
気
象
予
報

士
の
森
田
正ま

さ

光み
つ

さ
ん
の
「
お
天
気
を
知

る
と
環
境
問
題
も
見
え
て
く
る
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
、
天
気
予
報
の
仕
組

み
や
異
常
気
象
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
野
伸し

ん

一い
ち

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
、
山
西
百ゆ

り

こ

合
子
城
辺
生
活
文
化
女
性

塾
長
、
講
師
の
森
田
正
光
さ
ん
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
環
境
を
守
る
た

め
に
」
と
題
し
た
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
海
水
温
上
昇
と
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
関

係
、
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
、
河
川
浄
化
や
行

政
の
取
組
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
南
町
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に

「
愛
南
町
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
各
地
区
で
の
環
境
学
習
会
や
自
然

観
察
会
等
の
環
境
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
恵
ま
れ
た
良
好
な
環
境

を
次
代
に
引
継
ぐ
た
め
、
住
民
、
事
業
者
、

行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
の
も
と

「
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

森田正
まさ

光
みつ

さん
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消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

総
務
課
か
ら

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

環
境
衛
生
課
か
ら

飼
い
主
か
ら
の
犬
、ね
こ
の

引
取
り
が
有
料
に
な
り
ま
す

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る

方
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す

◎
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
（
①
、
②
及

び
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
）

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
一
戸
建
の
木
造
住
宅

　

（
※
伝
統
構
法
、
枠
組
み
壁
工
法
、

丸
太
組
工
法
、
大
臣
等
の
特
別
な
認

定
を
得
た
工
法
の
も
の
は
、
対
象
外
）

②
階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
べ
床
面

積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
も
の

③
次
の
用
途
の
住
宅
が
該
当
し
ま
す
。

・
専
用
住
宅
（
※
共
同
住
宅
及
び
長

屋
住
宅
は
、
対
象
外
）

・
併
用
住
宅
（
※
店
舗
、
事
務
所
等
の

住
宅
以
外
の
用
途
を
兼
ね
る
住
宅
に

あ
っ
て
は
床
面
積
の
過
半
の
部
分
が
、

住
宅
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
）

◎
対
象
と
な
る
耐
震
診
断

　

「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務

所
」
の
登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務

所
が
「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
実
施
す
る

　

平
成
20
年
７
月
１
日
付
け
発
令
で
、

次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し

　

犬
、
ね
こ
の
安
易
な
飼
育
放
棄
を
抑

制
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
無
料
で
行
っ

て
い
た
愛
媛
県
の
引
取
り
業
務
が
、
10

月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
有
料
に
な
り

ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
、
大
切
な
家
族
の
一

員
で
す
。
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

引
取
り
手
数
料

生
後
91
日
以
上
の

犬
、
ね
こ

１
頭
あ
た
り

　

２
，０
０
０
円

生
後
91
日
未
満
の

犬
、
ね
こ

１
頭
あ
た
り

　
　

 

４
０
０
円

手
数
料
の
納
入
方
法

　

手
数
料
の
納
入
方
法
は
、
現
金
で
は

な
く
、
事
前
に
愛
媛
県
収
入
証
紙
を
購

入
し
、
引
取
り
日
に
引
取
り
を
希
望
す

る
飼
い
犬
、
飼
い
ね
こ
と
一
緒
に
窓
口

（
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
）
に
来
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
町
で
は
、
次
の
所

で
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
購
入
で
き
ま
す
。

主
な
購
入
場
所

え
ひ
め
南
農
業
協
同
組
合(

内
海
、
西

海
、
福
浦
の
各
支
所)

・
伊
予
銀
行

（
城
辺
、
船
越
支
店
）
・
愛
南
警
察
署

内
南
宇
和
交
通
安
全
協
会
な
ど

引
取
り
方
法
等

　

引
取
り
方
法
及
び
場
所
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
と
同
様
、
８
時
30
分
か
ら

10
時
ま
で
に
、
認
め
印
を
持
っ
て
本
庁

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
地
域
振
興

課
ま
で
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
飼
い
犬
、
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、

有
料
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
野
良
犬
、
野
良
ね
こ
の
引

取
り
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
無
料
で
行

い
ま
す
。

　

犬
・
ね
こ
の
引
取
り
日
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

８
月
の
引
取
り
日
は
、
６
・
13
・
20

日
で
す
。
９
月
の
引
取
り
日
は
、
３
・

10
・
17
日
で
す
。

耐
震
診
断
が
対
象
で
す
。

◎
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
、
但
し
２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◎
受
付
期
間

　
　

７
月
10
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

【
申
込
方
法
】

　

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
消
防
本
部
防
災
対
策
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
の
際
に
、
補
助
の
対
象

と
な
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

住
宅
の
建
築
年
度
や
構
造
等
、
分
か
る

範
囲
で
調
べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
「
建

築
時
期
の
分
か
る
も
の
」
と
し
て
は
、

確
認
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
登
記

簿
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
書
類
の

写
し
は
、
申
請
時
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

区
分

所
属

職
名

氏　

名

新
規

採
用

国
保

一
本
松

病
院

看
護
師

萬　
　

照て
る

一か
ず

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

　

○
８
月
19
日（
火
）

　
　

10
時
〜
15
時
30
分

　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

○
８
月
28
日（
木
）

　
　

13
時
〜
18
時

　
　

（
城
の
辺
学
習
館
１
階
）
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水
産
課
か
ら

沿
岸
の
放
置
船
、

　

海
保
と
合
同
巡
視
！

総
務
課
か
ら

交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
！

町
民
課
か
ら

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

月
々
の
保
険
料
は
、１
４
，４
１
０
円

（
平
成
20
年
度
）で
す

　

現
在
、
本
町
の
沿
岸
や
海
中
な
ど
に

放
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
漁
船
や

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
が
、
１
４
０
隻

ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
水
産
課
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
、

愛
南
漁
協
の
関
係
者
、
約
30
名
が
、
巡

視
船
「
た
か
つ
き
」
と
「
け
ん
た
う
る

す
」
に
乗
船
し
、
海
上
か
ら
放
置
船
の

調
査
及
び
放
置
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

 6/
   23

た
。
初
の
合
同
巡
視

と
な
っ
た
、
こ
の
日

は
、
放
置
船
５
隻

に
、
町
職
員
が
撤
去

を
求
め
る
通
告
書
や

廃
船
指
導
票
を
貼
り

付
け
ま
し
た
。
所
有

者
か
ら
連
絡
が
な
い

場
合
は
、
町
か
ら
の

通
報
を
受
け
た
同
海

上
保
安
部
な
ど
が

「
海
洋
汚
染
防
止

法
」
違
反
な
ど
で
摘

発
を
行
い
ま
す
。

　

愛
南
警
察
署
で
、
愛
南
警
察
署
駐
在

所
連
絡
協
議
会
連
合
会
の
会
員
67
名
が

出
席
し
て
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
る
啓
発
事
業
「
高
齢
者
世

帯
交
通
安
全
訪
問
事
業
」
開
所
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
式
で
、
谷
口

た
だ
し
直
愛
南
警
察
署
駐
在

所
連
絡
協
議
会
連
合
会
長
が
「
こ
の
事

業
を
通
じ
、
一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
い
」
と
、

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
式

終
了
後
は
、
各
地
域
の
会
員
が
、
４
，

６
２
８
世
帯
の
高
齢
者
宅
を
訪
れ
、
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
反
射
タ
ス
キ
等
を

手
渡
し
ま
し
た
。

 6/
   25

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に

は
、
次
の
と
お
り
本
人
の
申
請
手
続
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
又
は
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）申
請

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

を
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
の
納
付
が
全

額
免
除
又
は
半
額
納
付
な
ど
の
一
部
納

付
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
一
部
納
付
が
未

納
の
場
合
、
一
部
免
除
が
無
効
に
な
り

ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
く

は
、
町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

又
は
各
支
所
住
民
福
祉
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

免除が対象となる所得のめやすです

世帯構成 全額免除
一部納付

保険料の
1/4納付

保険料の
半額納付

保険料の
3/4納付

4人世帯
（夫婦、子
ども2人）

162万円
以下

230万円
以下

282万円
以下

335万円
以下

2人世帯
（夫婦のみ）

92万円
以下

142万円
以下

195万円
以下

247万円
以下

単身世帯
57万円
以下

93万円
以下

141万円
以下

189万円
以下

※「4人世帯」「2人世帯」の夫婦は、夫か妻のどち
らかのみに所得がある世帯の場合。「4人世帯」
のお子さんは、16歳未満の場合のめやすです。
※退職者、震災、風水害等の被災者の方は、所得に
関係なく該当する場合がありますので、町民課へ
ご相談ください。

決意表明を行う谷口
ただし

直さん
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財
産
管
理
課
か
ら

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
平
成
20
年
度
ら
く
ら
く

介
護
教
室
」を
開
催
し
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

基
準
が
変
わ
り
ま
す

１
住
宅（
空
家
）の
概
要

　

上
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
申
込
受
付
期
間   

　

８
月
18
日（
月
）〜
26
日（
火
）

　

受
付
時
間   

　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
及
び

町
内
に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方

で
、住
宅
に
お
困
り
の
方

⑵
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑶
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て

は
、
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族(

婚
約
者
を
含
む
。

但
し
、
婚
約
者
は
入
居
後
３
カ
月

以
内
に
婚
姻
す
る
こ
と)

が
い
る
方

⑷
申
込
者（
同
居
親
族
を
含
む
）が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※（
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は「
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」第
２
条
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
い
ま
す
。）

※
な
お
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の

入
居
資
格
に
制
限
が
あ
り
ま
す

４
入
居
申
込
先
等　

入
居
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
財
産
管
理
課
住
宅

係（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月額家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

吉良ノ岡団地（公営住宅） 柏1380番地3 木造2階建（築19年） 1棟2号 3DK 66.2㎡
12,600円～20,800円 家賃の3ヵ月分 有
長崎団地（公営住宅） 御荘平城343番地3 鉄筋3階建（築27年） 203号 3DK 68.90㎡
16,000円～26,500円 家賃の3ヵ月分 有
永ノ岡団地（公営住宅）御荘平城3117番地2 鉄筋3階建（築28年）101号、107号 3DK 59.2㎡
13,500円～22,400円 家賃の3ヵ月分 有
中浦団地（公営住宅） 中浦1677番地 鉄筋3階建（築30年）201号、307号 3DK 56.3㎡
11,700円～19,400円 家賃の3ヵ月分 有
三島団地5棟（公営住宅） 城辺乙669番地 鉄筋4階建（築31年）521号、531号 3DK 62.1㎡ 
11,300円～18,800円 家賃の3ヵ月分 有
脇田団地（特定公共賃貸住宅） 柏369番地 鉄筋3階建（築７年）B棟106号（4LDK）118.33㎡

39,000円 家賃の3ヵ月分 有 【電気温水器】

※今回募集の公営住宅は世帯向け住宅のため、家族のある方を優先します。
※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

　

入
居
を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係
書
類
を

添
え
て
本
庁
財
産
管
理
課
又
は
各
支
所

住
民
福
祉
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

「
介
護
」
は
、
誰
に
と
っ
て
も
他
人
事

で
は
な
く
「
い
ず
れ
我
が
身
」
で
す
。

現
在
、
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

や
「
い
ざ
介
護
」
に
備
え
て
お
こ
う
と

い
う
方
、
ど
な
た
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

講
師
は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
が
務
め
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
申
込
み
等
、

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

西
海
地
域
…
…
西
海
支
所（
池
田
）

　
　
　
　
　
　
　

℡
８
２
―

１
１
１
１      

　

内
海
地
域
…
…
内
海
支
所（
小
島
）

　
　
　
　
　
　
　

℡
８
５
―

０
３
１
１      

　

一
本
松
地
域
…
一
本
松
支
所（
清
水
）

　
　
　
　
　
　
　

℡
８
４
―

２
２
１
１

　

御
荘
地
域
…
…
高
齢
者
支
援
課（
山
口
）

　
　
　
　
　
　
　

℡
７
２
―

７
３
２
５

【
日
程
】日　

時

場　

所

８
月
20
日（
水
）

13
時
30
分
〜
15
時

西
浦
公
民
館

９
月
10
日（
水
）

13
時
30
分
〜
15
時

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー

10
月
14
日（
火
）

13
時
30
分
〜
15
時

内
海
保
健
セ
ン
タ
ー

11
月
14
日（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時

平
城
交
流
セ
ン
タ
ー

　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
、
障
害
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
の
免
除
基
準
が
次
の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

全
額
免
除

　

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神

障
害
者
が
世
帯
構
成
員
で
、
世
帯
全
員

が
市
町
村
民
税
（
住
民
税
）
非
課
税
の

場
合
に
、
全
額
免
除
と
な
り
ま
す

半
額
免
除

　

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主
の
場

合
に
、
半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。
重
度

の
障
害
者
（
身
体
、
知
的
及
び
精
神
障

害
者
）
が
世
帯
主
の
場
合
に
、
半
額
免

除
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松

山
放
送
局
視
聴
者
セ
ン
タ
ー（
℡
０
８
９

―

９
２
１
―

１
１
１
３
）
又
は
保
健
福

祉
課
、
各
支
所
住
民
福
祉
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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消
防
本
部
か
ら

平
成
20
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
後
期
）及
び
準
備
講
習
会
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
か
ら

「
町
人
材
育
成
事
業
補
助
金
」

活
用
の
お
知
ら
せ
し
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況

届
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

試　

験

試
験
日　

10
月
26
日（
日
）
10
時
〜

会　

場　

県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県
立

八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

願
書
受
付　

８
月
25
日（
月
）〜

　
　
　
　
　

９
月
５
日（
金
）ま
で
〈
必
着
〉   

試
験
種
類　

甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類（
吉

田
会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種
類
）

受
験
料　

甲
種
＝
５
，０
０
０
円
、

　
　
　
　

乙
種
＝
３
，４
０
０
円
、

　
　
　
　

丙
種
＝
２
，７
０
０
円

受
験
願
書　

町
消
防
本
部
・
宇
和
島
消

防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

準
備
講
習
会

日　

時　

９
月
26
日（
金
）〜

　
　
　
　

９
月
27
日（
土
）の
２
日
間

※
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
16
時
ま
で

会　

場　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部　

４
階
大
会
議
室

受
講
料　

会　

員
＝
６
，３
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員
＝
８
，８
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代　

法 

令
・
実 

務
・
問
題
集

各
１
，４
０
０
円（
乙
種
４
類
の
場
合
）

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、宇
和
島
地
区
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課（
℡
０
８
９
５

―

２
２
―

５
０
１
）又
は
消
防
本
部（
℡
７
２
―

０
１
１
９
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
の

リ
ー
ダ
ー
や
国
際
化
及
び
情
報
化
時
代

に
即
応
し
た
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

補
助
金
額
の
範
囲

⑴
国
内
研
修　

必
要
経
費
（
食
糧
費
を

除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の

２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
人
当
た
り

10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
及
び
特

別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
現
況

届
及
び
所
得
状
況
届
の
受
付
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
ど
の
場
所
で
も
手
続

き
が
で
き
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
場

所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
８
月

分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
受
給
資
格
者
に
は
個
人
通

⑵
国
外
研
修　

必
要
経
費
（
食
糧
費
を

除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の

２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
人
当
た
り

30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

⑶
学
習
会　

講
座
及
び
研
修
会
の
参
加

又
は
開
催
に
必
要
な
経
費
（
食
糧
費
を

除
く
報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、
役
務

費
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
）の
２
分
の
１

以
内
と
し
、
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

補
助
金
交
付
対
象
者

⑴
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方
で
、

今
後
も
引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ

る
方

⑵
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
意
思
の
あ
る
方

⑶
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取
組

み
、
か
つ
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が
果
た

せ
る
方

申
請
方
法

　

交
付
申
請
書
を
事
業
実
施
の
１
ヵ
月

前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、
町
人
材
育
成
事
業
審
査
会
で
内
容

を
審
査
し
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課(

℡
７
２
―

７
３
１
７)

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知
し
て
い
ま
す
。

受
付
日
程

日

時　

間

場　

所

８
月
７
日（
木
）

９
時
〜

11
時
30
分

内
海
支
所
住

民
福
祉
課

13
時
30
分
〜

17
時

西
海
支
所
住

民
福
祉
課

８
月
８
日（
金
）
９
時
〜

11
時
30
分

一
本
松
支
所

住
民
福
祉
課

８
月
11
日（
月
）
９
時
〜

17
時

御
荘
支
所
住

民
福
祉
課

８
月
12
日（
火
）

〜
20
日（
水
）

８
時
30
分
〜

17
時
30
分

城
辺
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
た
だ
し
、
土
日
は
除
き
ま
す
。
指
定

し
た
日
時
以
外
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

児
童
福
祉
係
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
！

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳
未
満

の
心
身
障
害
児
（
一
定
以
上
の
障
害
を

有
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
児
童)

の
父
母
又
は
養

育
者
が
監
護
し
て
い
る
場
合
、
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。
た
だ
し
、
該
当
児
童

が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合
や
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
、
請
求
者
の
前
年
の
所
得
が

所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。



16広報　　　　　　　　平成20年8月号

消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

「
愛
南
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

開
催
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

「
愛
南
町
総
合
防
災
訓
練
」

を
実
施
し
ま
す
！

西
海
支
所
か
ら

南
予
海
事
協
会
が

　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
贈
！

　

防
災
対
策
課
で
は
、
男
女
が
と
も
に

支
え
合
う
自
主
防
災
組
織
の
実
現
を
め

ざ
し
「
防
災
新
時
代
！
男
女
共
同
参
画

の
災
害
に
強
い
ま
ち
へ
」
と
題
し
た
防

災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
女
性
が
積
極
的
に

自
主
防
災
組
織
に
関
わ
る
こ
と
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
婦
人
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
、
よ

り
多
く
の
女
性
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

「
防
災
新
時
代
！
男
女
共
同
参
画

の
災
害
に
強
い
ま
ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。

　

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

森
伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

愛
媛
大
学
工
学
部
環
境

建
設
工
学
科
准
教
授

　

○
パ
ネ
リ
ス
ト

　

渡
辺
千ち

明あ
き

秋
田
県
立
大
学
木
材
高

度
加
工
研
究
所
准
教
授
、
新
潟
県
柏

崎
市
で
震
災
を
経
験
さ
れ
た
渡
辺
千ち

明あ
き

さ
ん
、
森
岡
眞ま

由ゆ

美み

町
連
合
婦
人

会
長
、
清
水
岩い
わ

門と

町
自
主
防
災
組
織

　

こ
こ
30
年
以
内
に
50
％
の
確
率
で
起

こ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
南
海
地
震
」

に
備
え
、
深
浦
・
東
海
・
満
倉
の
各
自

主
防
災
組
織
主
体
の
実
践
的
な
避
難
訓

練
を
始
め
、
愛
媛
県
、
陸
上
自
衛
隊
、

宇
和
島
海
上
保
安
部
、
国
土
交
通
省
、

愛
南
警
察
署
等
の
関
係
機
関
が
連
携

し
、
避
難
体
制
や
救
出
・
救
護
活
動
の

充
実
を
目
的
に
し
た
総
合
的
な
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

日
時

　

９
月
７
日（
日
）、
小
雨
決
行
で
、
雨

天
時
は
、
東
海
小
学
校
体
育
館
で
応

急
・
救
護
等
を
実
施
し
ま
す
。

場
所

　

訓
練
会
場　

東
海
公
民
館
前
広
場

　

展
示
会
場　

東
海
小
学
校

内
容

　

避
難
訓
練
の
ほ
か
災
害
対
策
本
部
及

び
救
護
所
の
設
置
。
倒
壊
家
屋
や
海
上

で
の
救
出
・
救
護
訓
練
。
住
民
に
よ
る

消
火
訓
練
な
ど
。

問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

連
絡
協
議
会
長
、
谷
脇
準
じ
ゅ
ん
ぞ
う蔵
国
土

交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
副
所

長
、
谷
口
長
治
町
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
事
例
発
表
等
を
行
い
ま
す
。

臨
時
託
児
所
を
開
設
し
ま
す

　

町
保
育
士
に
よ
る
臨
時
託
児
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
日
時　

12
時
30
分（
開
場
30
分
前
）〜

　
　
　
　

16
時
30
分（
閉
会
30
分
後
）

・
場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階
大
研
修
室

・
対
象　

０
歳
〜
９
歳

　
　
　
　

の
乳
幼
児
及
び
児
童

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
消
防
本
部

防
災
対
策
課
（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

南
予
海
事
協
会（
会
長
、
山
本
照て
る

子こ

さ

ん
）が
「
海
の
日
」
の
海
事
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
、
愛
南
町
に
自
動
体
外
式

除
細
動
機（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を
寄
贈
す
る
こ
と

と
な
り
、
船
越
地
区
の
西
の
浜
待
合
所

（
海
中
公
園
行
き
遊
覧
船
乗
場
）で
Ａ
Ｅ

Ｄ
寄
贈
式
及
び
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
寄
贈
式
で
山
本
会
長
が
「
観
光
客

が
多
く
利
用
す
る
こ
の
施
設
で
、
も
し

も
の
時
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
」
と
、
谷

口
町
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
、
式
終
了
後

は
、
消
防
署
員
に
よ

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
説

明
や
人
工
呼
吸
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
参
加

者
も
真
剣
な
表
情
で

講
習
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
寄
贈

さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

西
の
浜
待
合
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
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保健事業のお知らせ（８月）
保
健
福
祉
課
か
ら

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

　

食
中
毒
を
防
ご
う
！

　

夏
期
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
に
よ
る
食

中
毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
菌
の
特
徴
を
知
っ
て
、
食
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
っ
て
？

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
は
、
海
の
中
に
存

在
す
る
細
菌
で
、
夏
場
に
海
水
温
度
が

20
℃
以
上
に
な
る
と
急
速
に
増
殖
し
、

魚
介
類
に
付
着
し
て
食
卓
等
に
運
ば
れ

ま
す
。
魚
介
類
の
加
工
や
流
通
販
売
、

調
理
の
各
段
階
で
不
衛
生
な
取
り
扱
い

を
す
る
と
、
菌
が
増
殖
し
、
そ
れ
を
食

べ
た
人
が
食
中
毒
に
な
り
ま
す
。

各種健（検）診

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

8月  5日 火
節崎コミュニティー

センター

  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

8月  6日 水 平城交流センター
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

8月27日 水 福浦公民館
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

胃がん検診

8月  4日 月 深浦公民館   ７：００～  ８：３０

8月  5日 火 東海公民館   ７：００～  ８：３０

8月20日 水 網代消防倉庫前   ７：００～  ８：３０

8月21日 木 家串公民館   ７：００～  ８：３０

8月22日 金 内海保健センター   ７：００～  ８：３０

8月28日 木
城辺保健福祉センター

  ７：００～  ８：３０
福浦漁協

8月29日 金 城辺保健福祉センター   ７：００～  ８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

8月  4日 月 内海町民会館 １３：００～１４：３０

8月  8日 金 上大道集会所 １３：００～１４：００

8月18日 月 城辺保健福祉センター １３：００～１４：３０

8月21日 木 城辺保健福祉センター １３：００～１４：３０

8月28日 木 一本松保健センター １２：３０～１４：３０

8月29日 金 篠山小体育館 １３：００～１４：００

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定
健診受診券と健康保険証をお持ちください

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対 象 者

３歳児健診 8月  5日 火

城辺保健福祉センター

平成1７年５月1日～
６月３０日生

１歳6ヵ月児健診 8月26日 火
平成１８年１１月1日～
１２月３１日生

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 8月  8日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

育児相談 8月12日 火
西海支所２階

親子ふれあい交流室
  ９：３０～１１：３０

みなみっ子 8月25日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 8月27日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 8月22日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

　

ま
た
、
真
水
や
熱
に
弱
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

○
予
防
の
た
め
に
！

①
魚
介
類
は
、
調
理
前
に
流
水
（
真

水
）
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
魚
介
類
専
用
の
調
理
器
具
を
使
い
、

調
理
器
具
に
付
着
し
た
菌
に
よ
る
二
次

汚
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

③
衛
生
管
理
の
基
本
で
あ
る
手
洗
い
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

④
短
時
間
で
も
、
冷
凍
保
存
（
４
℃
）

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
調
理
後
は
、
速
や
か
に
消
費
し
ま

し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ

  

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
等
、
詳
し
く

は
、
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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税
務
課
等
か
ら
！

８
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

８・９月行事予定表

第１日曜日   3日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

第２日曜日 10日 竹本医院 城 辺 乙 ☎73-3271

第３日曜日 17日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第４日曜日 24日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

第５日曜日 31日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

８月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

3期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

2期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
他
に

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

8/28

9/26

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
各
集
会
所

8/26

9/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

8/22

9/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

8/20

9/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

8/18

9/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満

倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

8/13

9/11

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

8/11

9/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

8/7

9/5

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

8/5

9/3

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

8/1

9/1

８、９月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

2 土 17：30～
愛南町夏まつり
（城辺･御荘地域）

城辺商店街ほか

3 日
  9：30～17：30

スノーケリング
探検隊in須ノ川

須ノ川海岸

19：00～
愛南町夏まつり
（城辺･御荘地域）

南レク御荘
多目的広場ほか

6 水
10：00～13：00

アクアキッズフェス
２００８

御荘B&G海洋
センタープール

13：00～15：00 行政相談（内海地区） DE・あ・い・21

8 金   9：30～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【高校生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

9 土

  9：30～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【高校生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

  9：30～17：30
シーカヤック

ワンデイ塩子島ツアー
須ノ川海岸
～塩子島

  9：30～17：30
スノーケリング
探検隊in須ノ川

須ノ川海岸

10 日

  9：30～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【高校生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

  9：30～17：30
シーカヤック

ワンデイ塩子島ツアー
須ノ川海岸
～塩子島

  9：30～17：30
スノーケリング
探検隊in須ノ川

須ノ川海岸

15：00～21：00 虹の灯りプロジェクト’０８ 須ノ川公園

11 月 12：30～15：30 増田花とり踊り 安養寺

13 水 13：00～15：00 行政相談
御荘文化セ
ンターほか

15 金 10：30～11：30 愛媛県戦没者追悼式 愛媛県民文化会館

16 土
13：30～17：00

愛媛マンダリンパイレーツ公式戦
【愛媛MP対福岡RW】

南レク城辺
野球場

18：50～ 西海海中公園まつり
町民会館前
船越湾

17 日 13：00～17：00
愛媛マンダリンパイレーツ公式戦
【愛媛MP対福岡RW】

南レク城辺
野球場

19 火 10：00～15：30 社会保険・年金一日相談 商工会城辺支所

21 木
10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

19：00～ 夏大師御縁日 観自在寺境内

23 土
  9：00～15：00

第4回愛南町スポーツ
少年大会相撲競技

御荘B＆G海洋セ
ンター相撲場

18：00～21：00
街道灯籠祭り
「海街道をゆく」

僧都川河口

24 日 13：00～17：00 防災フォーラム 御荘文化センター

25 月 19：30～21：00 人権・同和教育基礎講座③ 御荘文化センター

29 金 18：00～21：00 南宇和高校同窓会 サンパール

９月

3 水 13：00～15：00 行政相談（内海地区） DE・あ・い・21

7 日
  8：30～14：00

第18回
どろんこサッカー大会

篠山小中学校
体育館　横の田

  8：30～17：30 総合防災訓練
東海、深浦、
満倉地区

10 水   9：30～16：30
愛媛スポレク祭
クロッケー予選会

南レク御荘
多目的広場

13 土
13：00～15：00 行政相談

御荘文化セ
ンターほか

  9：30～15：00 愛南ウォッチング 緑・久良地域

愛いっぱい愛南産直市
９月16日（火）～22日（月）

時間  10：00～19：00　場所  三越松山店
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こ
ん
に
ち
は
。
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
生

命
科
学
研
究
部
門
の
小
林 

亨
と
お
る

で
す
。
今
年
の

2
月
1
日
付
け
で
、
農
水
省
の
独
立
行
政
法
人

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
養
殖
研
究
所
か
ら

愛
媛
大
学
に
異
動
し
て
き
ま
し
た
。
養
殖
研
究

所
は
、
三
重
県
志
摩
地
方
に
あ
り
ま
す
（
私

は
、
伊
勢
市
近
郊
の
支
庁
に
い
ま
し
た
）
。

隣
の
部
屋
の
病
理
、
餌
料
の
人
た
ち
は
頻
繁
に
愛
媛
県
へ
出
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
赴
任
前
の
私
は
愛
媛
県
に
は
大
学
院
生
の
頃
に

松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
学
会
の
際
に
訪
れ
た
だ
け
で
し
た
の
で
（
し
か
も

初
め
て
の
学
会
参
加
で
し
た
）
、
私
の
愛
媛
県
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
道
後
温
泉
」
で
し
た
。
今
回
、
当
セ
ン
タ
ー
の
専
任
と

な
り
、
初
め
て
南
予
地
域
、
愛
南
町
を
訪
れ
ま
す
と
、
私
の
「
愛
媛
県
の

イ
メ
ー
ジ
」
は
一
変
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
南
予
地
方
、
特
に
愛
南
町
の

自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
、
食
材
の
良
さ
（
品
質
、
値
段
共
に
）
で
す

（
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
ま
だ
あ
っ
た
の
か
、
と
言
う
の
が
正
直
な

と
こ
ろ
で
す
:
隠
れ
た
自
然
環
境
と
食
の
宝
庫
、
愛
媛
県
南
予
地
方
、
愛

南
町
で
す
。
早
速
、
知
り
合
い
に
宣
伝
し
て
い
ま
す
）
。
ま
た
、
研
究
材

料
、
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
（
魚
介
種
、
珊
瑚
礁
域
、
盛
ん
な
養
殖
業
）
に

加
え
、
セ
ン
タ
ー
施
設
は
町
の
ご
協
力
も
あ
り
、
全
国
の
臨
海
実
験
所
の

中
で
も
屈
指
の
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
魚
の
性
決
定
に
関
わ
る
研

究
を
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
水
産
有
用
魚
種
に
還
元
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
環
境
は
、
か
な
り
魅
力
的
で
す
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
環
境
を
活
か
し
て
、
前
々
回
の
広
報
紙
で
、
セ
ン
タ
ー
長
の
山
内

先
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
当
セ
ン
タ
ー
の
主
な
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
生
命
科
学
の
最
先
端
の
研
究
成
果
を
技
術
と
し
て
生
産
現
場
に
応
用

し
、
・
・
」
の
分
野
で
主
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

は
実
験
手
法
の
関
係
で
、
普
段
は
松
山
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
ま
す
が
、
海

産
魚
を
使
っ
た
実
験
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
、
愛
南
町
の
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
愛
大
南
水
研
か
ら
、
こ
ん
に
ち
は
」

　

地
元
で
採
れ
た
魚
に
触
れ
、
魚

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
城
辺

保
育
所
で
「
ぎ
ょ
し
ょ
く
普
及
イ

ベ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
、
水
揚
げ
さ
れ
た
約
7
k
g
の
カ

ツ
オ
を
始
め
、
数
種
類
の
魚
が
魚
触

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
さ
れ
る
と
、
園

児
た
ち
は
、
次
々
に
持
ち
上
げ
る
な

ど
し
て
、
そ
の
肌
触
り
に
大
興
奮
。

そ
の
後
、
年
長
組
は
、
人
形
を
使
っ

て
カ
ツ
オ
の
模
擬
解
体
を
体
験
。
続

い
て
行
わ
れ
た
本
物
の
カ
ツ
オ
解
体

シ
ョ
ー
で
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で
職

人
の
手
さ
ば
き
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

　

昼
食
に
は
、
カ
ツ
オ
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
カ
ツ
オ
カ
レ
ー
が
登
場
、

園
児
た
ち
は
「
お
い
し
い
」
と
満
足

そ
う
に
頬
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

総
務
課
か
ら

平
成
20
年
10
月
19
日(

日)

は
「
愛

南
町
長
選
挙
」
の
投
票
日
で
す

日
時　

8
月
23
日
（
土
）
10
時
〜

場
所　

西
海
支
所
内
愛
媛
大
学
南
予
水

　
　
　

産
研
究
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
愛
媛
大
学

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー（
℡
8
２
―

１
0
2
2
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

お
魚
触
っ
た
よ
!!

ぎ
ょ
し
ょ
く
体
験

水
産
課
水
産
研
究
開
発
室
か
ら

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
見
学
会
を
し
ま
す
！

明
る
い
選
挙
、
き
れ
い
な
選
挙
、
み
ん

な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

　

7
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
20
年
10

月
30
日
任
期
満
了
の
「
愛
南
町
長

選
挙
」
は
、
平
成
20
年
10
月
14
日
告

示
、
19
日
を
投
票
日
と
す
る
こ
と
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
「
あ
い

な
ん
」
9
月
号
に
掲
載
し
ま
す
が
、

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会（
℡

７
２
―

１
２
１
１
）へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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できた、石のカタツムリ!

に け ー し ょ ん
6/23

　僧都小学校が、造形の楽しさを体験しようと「造形の
日」に、プロの彫刻家、藤部吉

よ し

人
と

さんを講師に招き「彫
刻教室」を行いました。当日は、大理石にカタツムリやカ
メなどを描いた後、ノミやかなづちで石を削っていまし
た。後日、行われた句会ライブで、6年生の本多駿

し ゅ ん ご

吾くん
が「岩石に命吹き込むねむの花」という俳句を作りまし
た。楽しそうに石を削る様子が伝わってきます。児童た
ちにとっては、物づくりの楽しさを学ぶ教室となったよ
うです。

7/12 がんばれ、一中音楽部!
　一本松中学校敷地内にある野外ステージで、同校音楽部による「夕暮れコンサート2008」が
行われ、地区住民や南宇和高校吹奏楽部員など約200名が訪れました。当日は、「元禄」(今年
度の全日本吹奏楽コンクール演奏曲)のほか、10数曲の演奏、即興漫才も披露され、訪れた観客
も、清々しい部員の表情や明るい声、山里に響く管楽器の音色に、心地よい夏の夜の一時を過
ごしました。私も、中学校と高校の連携、つながりの素晴らしさを感じる取材となりました。

心温まる「わんこ」の話
　長岡雄

ゆ う い ち

一さんは、昨年春、船越

港をうろつく子犬(生後3ヵ月くら

い)だった「チビ」を見かねて飼うこ

とになったそうですが、共働きのた

め「チビ」を家に残さなければなり

ません。そこで、近所で自営業をす

る砂田正
た だ し

さんが、朝7時半から夜の

9時頃までの半日、里親を快く引受

けています。長岡さんは帰宅すると

「チビ」の様子を伺い、翌朝4時の

散歩を楽しみ就寝。「チビ」は、二

家族の愛犬として心のスイッチをう

まく切替え、近所の人たちにも愛嬌を振りまく幸せな「わんこ」です。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　                                              (文・写真、濱本秀雄編集委員)

長岡雄
ゆういち

一さん

砂田正
ただし

さん

児童を指導する藤部さん
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愛 南 こ み ゅ
6/14　　　笑って元気になろう!
　御荘文化センターで、南宇和障害者
の社会参加を進める会(会長は谷口町
長、事務局は地域活動支援センターい
ろり)による「爆笑!若葉寄席’08」が行
われ、約300名が笑いを求め訪れまし
た。当日は、らくさぶろうさんの軽妙
な司会の中、落語家の桂雀三郎、古今
亭菊志ん、林家染太、柳家花ん謝、桂
三幸(以上、落語家)、すず風にゃん子・
金魚(女性漫才)が、次 と々登場し、場内
を笑いの渦に引込んでいました。

7/1 松山に新拠点「みしょうMIC新鮮市まつちか店」！
　松山市の「まつちかTOWN」

で、（有）愛南総研（代表取締

役、尾崎勝
か つ や

也）や谷口町長、

来賓として、中村時
と き ひ ろ

広松山市

長と佐伯要
か な め

伊予鉄道株式会

社社長が出席して、みしょう

MIC新鮮市まつちか店のオー

プニングセレモニーが行われ

ました。その中で、愛南総研

の永元義
よ し あ き

秋取締役が「自信を

持って、愛南町の新鮮で安全

な産品を届けたい。そして、将

来は、松山市の生産者との交

流を深め、新たな産品開発を

したい」とあいさつ。また、谷

口町長が「地場産業の振興を

進める愛南町にとっても、今

日のオープニングをとても嬉し

く思います。今後は、松山市

民の皆さんに愛され、更に発

展することを願っています」

と激励のあいさつを行いまし

た。店内には、野菜や魚介類

等、約500種類以上の品々が

並んでいますが、オープニング

を祝い、来店者には愛南ゴー

ルドがプレゼントされていま

した。営業時間は、午前10時

から午後8時までで、毎月第3

水曜日が定休日になります。

南高生が作ったトマトも販売して
ます。（エコえひめ特別栽培農生物）
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ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】 

●
個
人
戦

○
1
・
2
年
生
男
女
の
部   
1
位 

上
杉
奈な

な々
（
深
浦
）、3
位 

藤
田
脩し

ゅ

う

と人
、藤
田
治は

る

き希
（
以
上
、深
浦
）

○
3
年
生
男
子
の
部        

1
位 
市
原
稔と

し

ひ

ろ大
（
平
城
）、
2
位 

安
田
伊い

お

り織
（
平
城
）

○
3
・
4
年
生
女
子
の
部   

1
位 
二
神
明あ

す

み

日
美
（
一
本
松
）、
3
位 

入
江
美み

う羽
（
城
辺
）

○
5
年
生
男
子
の
部      　

1
位 

岩
村
隆

り

ゅ

う

せ

い成
（
一
本
松
）、
2
位 

本
多
悠ゆ

う

ま馬
（
久
良
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
位
田
下
晋し

ん

の

す

け

之
介
、
岡
本
雄ゆ

う

ひ飛
（
以
上
、
深
浦
）

○
5
・
6
年
生
女
子
の
部   

1
位 

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
）、
2
位 

松
田
華か

な

え苗
（
城
辺
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
位 

藤
田
彩さ

や

か香
（
深
浦
）

○
6
年
生
男
子
の
部        

1
位 

中
井
貴た

か

ゆ

き之
（
一
本
松
）、
2
位 

二
神 

健け

ん

（
一
本
松
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

3
位
瀧
口
将ま

さ

お

み臣
（
平
城
）、
羽
田
大ひ

ろ

の

り徳
（
一
本
松
）

●
団
体
戦

○
低
学
年
の
部 

1
位 

城
辺
・
久
良
連
合
、
3
位 

深
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

○
高
学
年
の
部 

1
位 

一
本
松
剣
道
会
A
、
2
位 

平
城
剣
道
会
A

●
南
宇
和
剣
道
会
長
賞  

久
德
真ま

こ子
（
城
辺
子
供
剣
道
会
）

剣
道
の
精
神
を
学
ぶ
!

6/
　15

高学年の部 1 位 一本松剣道会 A

ク
ロ
ッ
ケ
ー
愛
好
家
が
集
う
!

6/
　18

　

南
レ
ク
御
荘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、「
第
13
回
き
な
は
い
や
ク
ロ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
」
が
行
わ
れ
、
鬼
北
町
や

宇
和
島
市
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム
も
含
め
、
計
35
チ
ー
ム
、
1
1
0
名
の
方
が
元
気
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】 

1
位 

小
松
A
（
鬼
北
町
）、
2
位 

中
浦
A
、
3
位 

川
上
老
人
ク
ラ
ブ
（
鬼
北
町
）、
久
家
B

　

城
辺
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
「
第
16
回
城
辺
剣
道
練
成
大
会
」
が
行
わ
れ
、
土
佐
清
水
市
な
ど
か
ら
31
チ
ー
ム
、

約
2
0
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
竹
刀
の
構
え
方
な
ど
の
基
本
動
作
や
姿
勢
に
つ
い
て
指
導
が
あ
り
、
参
加
選
手
も
引
き
締
ま
っ
た

表
情
で
練
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

低学年の部 1 位 城辺・久良連合

2位 中浦 A
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元気いっぱい！元気いっぱい！
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
勝
敗
の
カ
ギ
!

6/
　22

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
・
平
城
小
学
校
体
育
館
で
、
計
15
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
「
第
16
回
B
&
G
会
長
杯
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
混
合
の
6
人
制
で
行
わ
れ
た
大
会
で
は
、
気
の
合
っ
た
男
女
が
楽
し
そ
う
に
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】 

1
位 

ピ
ュ
ー
マ
、
2
位 

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ズ
、
3
位 

ス
マ
イ
ル
、
ぶ
ぁ
ブ
ル
ス

　

南
レ
ク
御
荘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
高
学
年
の
部
に
、
計
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
「
第
3
回
小

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
低
学
年
の
部
は
、
東
海
小
・
緑
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
計
3

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
リ
ー
グ
戦
形
式
で
、
6
月
26
日
、
30
日
、
7
月
1
日
の
3
日
間
、
ナ
イ
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】 

○
低
学
年
の
部
1
位 

平
城
小
学
校　

○
高
学
年
の
部
1
位 

船
越
小
学
校

投
げ
る
、
打
っ
た
!
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6/
　22

笑
顔
で
ス
パ
イ
ク
!

6/
　23～26

　

御
荘
中
学
校
体
育
館
で
、
計
5
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
第
5
回
愛
南
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
選
手
も
、
日
常
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
開
放
さ
れ
、
大
好
き
な
仲
間
と
楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】 

1
位 

南
宇
和
ク
ラ
ブ
、
2
位 

愛
救
会

9
人
制
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6/
　29

　

 

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
「
第
3
回
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
行
わ
れ
、
計
5
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
リ
ー
グ
戦
形
式
で
勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】 

1
位 

パ
ッ
シ
ョ
ン
、
2
位 

一
本
松
V
C

高学年の部 1位 船越小学校

1位 ピューマ

1位 パッション

1位 南宇和クラブ
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暑さに負けるな！暑さに負けるな！
【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
1
位
入
賞
の
大
会
新
及
び
町
内
選
手
の
み
掲
載
】

●
個
人
の
部

○
2
5
m
自
由
形
（
小
学
5
・
6
年
生
女
子
の
部
）
浅
海
早さ

き希
〈
中
浦
小
6
年
〉
14
秒
89

○
5
0
m
自
由
形
（
小
学
5
・
6
年
生
女
子
の
部
）
浅
海
早
希
〈
中
浦
小
6
年
〉
31
秒
16

○
2
5
m
背
泳
ぎ
（
小
学
1
・
2
年
男
子
の
部
）
益
田
謙け

ん

し

ろ

う

志
郎
〈
平
城
小
2
年
〉
22
秒
48

○
5
0
m
背
泳
ぎ
（
小
学
5
・
6
年
女
子
の
部
）
浅
海
早
希
〈
中
浦
小
6
年
〉
36
秒
08

○
5
0
m
背
泳
ぎ
（
小
学
5
・
6
年
男
子
の
部
）
山
中
伸し

ん

た

ろ

う

太
郎
〈
平
城
小
6
年
〉
40
秒
27

○
1
0
0
m
背
泳
ぎ
（
中
学
生
男
子
の
部
）
浅
海
利と

し

き吉
〈
御
荘
中
3
年
〉
1
分
9
秒
55

○
2
5
m
平
泳
ぎ
（
小
学
1
・
2
年
女
子
の
部
）
益
田
謙
志
郎
〈
平
城
小
2
年
〉
25
秒
94

○
5
0
m
平
泳
ぎ
（
小
学
1
・
2
年
男
子
の
部
）
益
田
謙
志
郎
〈
平
城
小
2
年
〉
56
秒
31

○
2
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
（
中
学
男
子
の
部
）
浅
海
佑ゆ

う

き吉
〈
御
荘
中
2
年
〉
2
分
27
秒
05

●
団
体
の
部

○
1
位 

S
&
F
（
宇
和
島
市
）
、
2
位 

平
城
小
学
校
、
3
位 

城
辺
小
学
校

魚
の
よ
う
に
早
く
、
泳
ぐ
!

7/
　5

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
の
小
中
学
校
や
宇
和
島
市
な
ど
か
ら
、
計
19
チ
ー
ム
、

2
4
7
名
が
参
加
し
て
「
第
7
回
B
&
G
会
長
賞
四
国
西
南
地
区
水
泳
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
は
、
保
護
者
の
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
、
選
手
は
精
一
杯
の
泳
ぎ
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。町

外
選
手
、
強
し
!

7/
　6

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
1
8
回
南
レ

ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
行
わ
れ
、
遠
く
は
新
居
浜

市
な
ど
か
ら
計
3
7
チ
ー
ム
、
2
0
7
名
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。
本
町
選
手
の
成
績
は
、
個
人
の
部
の
6
位
、
川
崎
金
太

郎
さ
ん
が
最
高
で
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

○
団
体
の
部 

1
位 

小
松
一
柳
会
A
、
2
位 

生
石
ク
ラ
ブ
A
、

　
　
　
　
　

 

3
位 

小
松
一
柳
会
B

○
個
人
の
部 

1
位 

原 

義
夫
（
別
子
G
G
会
）
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ御荘

保育所

長月
保育所

中浦
保育所

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 お知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会・
さくらんぼの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００
火・木   ８：００～１３：００

園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００
土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：００～１３：００
園庭・ホール開放 火・木   ８：００～１３：００
育児（電話）相談 月～金   ８：００～１７：３０

出張ひろば「こあら」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第２火曜   ９：３０～１１：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内
７３－２２８８

※詳しくは「こぶた通信」記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０

●28日(木)
親子プールが
あります。

●1日(金)10:00～15:00
は夢創造館で行いま
す。10:30～パネルシ
アター劇場がありま
す。

●13日(水）～17日(日)は
お休みです。

●26日(火)世代間交流は
ぞうきんを作ります。
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心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委員
が相談をお受けします。（事前予
約が必要）
  ９月９日
　午後２時～４時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が日
常生活でかかえる心配ごとの相
談をお受けします。
  ８月９日・２７日
　午後２時～４時
　御荘老人福祉センター

「
西
海
海
中
公
園
ま
つ
り
」開
催
の
お
知
ら
せ
！

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ

Ｖ
Ｓ
福
岡
レ
ッ
ド
ワ
ー
ブ
ラ
ー
ズ
が
２
連
戦
！

南
レ
ク
城
辺
公
園
野
球
場
で

タコ足配線は禁物！

四国電気保安協会から

◆
内
海
俳
句
会

夫
婦
善
哉
窓
に
吊
る
し
た
夏
の
月

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
蝶
の
音
符
で
揺
れ
に
け
り　

好
岡
東
明
子

匂
ひ
き
て
己
れ
欺
く
土
用
鰻

甚
平
き
て
背
は
団
塊
の
迷
ひ
人　
　
　
　
　

太
田　

信
子

朝
露
や
ト
マ
ト
畑
え
弾
む
足

七
夕
の
詩
に
さ
ざ
め
く
星
の
群　
　
　
　
　

西
本
サ
カ
ヱ

朝
涼
や
海
に
向
ゐ
て
深
呼
吸

口
内
炎
メ
ロ
ン
の
甘
さ
含
み
け
り　
　
　
　

有
馬　

君
代

現
し
世
の
擾
乱
蟷
螂
威
嚇
せ
り

溜
息
も
炎
を
吐
け
り
炎
天
下　
　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

◆
篠
南
川
柳
会
「
音
」「
流
」

南
無
大
師
四
国
遍
路
の
鈴
の
音　
　
　
　
　

岡
原　

善
子

音
も
な
く
飛
行
機
雲
は
西
を
行
く　
　
　
　

前
田
由
紀
子

ド
ア
の
音
サ
ッ
と
飲
み
ほ
す
コ
ッ
プ
酒　

影
山
マ
ッ
チ
坊

音
が
命
不
自
由
な
目
に
愛
の
手
を　
　
　
　

田
村　

京
子

家
電
生
活
音
が
知
ら
せ
て
家
事
終
わ
る　
　

田
中　

保
美

雑
音
も
何
も
聞
こ
え
ぬ
過
疎
に
老
い　
　
　

板
川　

良
子

あ
の
話
流
し
て
く
れ
と
侘
び
の
酒　
　
　
　

田
中
す
み
子

篠
川
の
流
れ
に
負
け
ず
鮎
の
ぼ
る　
　
　
　

岡
野　

静
子

人
は
皆
う
た
か
た
の
ご
と
我
も
ま
た　
　

田
村
ね
ぎ
坊
主

家
族
の
愛
ま
と
め
て
流
す
洗
濯
機　
　
　
　

木
本　

清
子

今
日
の
日
も
流
れ
の
儘
に
暮
れ
て
ゆ
く　
　

國
松　

幸
枝

◆
さ
わ
ら
び
短
歌
会

爽
や
か
な
朝
の
挨
拶
風
薫
る
背
丈
伸
び
た
り
隣
の
少
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村
千
代
子

在
り
馴
れ
し
空
気
の
如
し
吉
田
先
生
に
頼
り
続
け
て
来
し
半
世
紀　
　
　
　
　
　

国
松　

幸
枝

わ
が
母
の
形
見
と
な
り
し
真
珠
の
指
輪
光
り
や
さ
し
も
吾
守
る
ご
と
く　
　
　
　

前
田　

知
子

赤
鉄
橋
渡
り
て
五
つ
目
の
信
号
を
左
折
れ
す
べ
し
と
指
折
り
て
数
う　
　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

足
音
も
い
つ
も
軽
や
か
受
賞
さ
れ
し
吉
田
先
生
今
日
も
ハ
ツ
ラ
ツ　
　
　
　
　
　

木
本　

清
子

さ
わ
ら
び
に
そ
の
半
生
を
な
ご
み
つ
つ
導
き
下
さ
れ
し
師
の
受
賞
寿
ぐ　
　
　
　

山
本　

豊
子

歌
読
む
を
学
び
て
つ
ら
し
山
仕
事
も
自
然
の
恵
み
に
心
向
き
た
り　
　
　
　
　
　

扇
野
八
代
生

五
十
年
は
口
に
は
た
や
す
く
「
さ
わ
ら
び
」
に
文
化
に
貢
献
の
輝
く
師
の
賞　
　

田
中
久
二
恵

風
渡
る
桜
の
葉
か
げ
に
憩
ひ
ゐ
る
く
り
く
り
馬
鈴
薯
掘
し
ひ
と
と
き　
　
　
　
　

井
村　
　

操

ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ
が
諸
物
価
へ
飛
び
火
し
て
火
の
手
と
な
り
て
家
計
を
襲
う　

澤
近　

正
弘

　タコ足配線とは、コンセントの数が足り

ないとき、テーブルタップを使ってたくさ

んの電気製品を使用することをいいます。

　一度にたくさんの電気製品を使用すると

一本の電線に流れる電気も増え、電線が加

熱し、最悪の場合には火災にいたります。

　詳しくは、㈶四国電気保安協会城辺事業所

（℡７３－１２５６）へ問い合わせください。

日
時　

８
月
16
日（
土
）

場
所　

西
海
町
民
会
館
前
広
場

内
容　

18
時
50
分　

も
ち
ま
き

８
月
16
日（
土
）
13
時
開
場
、
15
時
試
合
開
始

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
、風
の
子
太
鼓（
福
浦
小
）が
出
演
し
ま
す
。

８
月
17
日（
日
）
11
時
開
場
、
13
時
試
合
開
始

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
、
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽
部
が
出
演
し
ま

す
。

※
両
日
と
も
、
会
場
は
南
レ
ク
城
辺
公
園
野
球
場
で
、
出
店
や
お

楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

19
時　

風
の
子
太
鼓
演
奏

（
福
浦
小
）、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
レ
ー
モ
ン

ド
松
屋（
バ
ン
ド
）

　

20
時　

鬼
城
太
鼓
、
ガ
イ

ヤ
踊
り

　

20
時
35
分　

花
火

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、

西
海
支
所
地
域
振
興
（
℡

８
２
―

１
１
１
１
）
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

ニ
セ
職
員
に
ご
注
意
！

（６月受付分）

（６月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

海
上
保
安
庁
か
ら

「
第
９
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

及
び「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
８
」

募
集
の
お
知
ら
せ
！

南宇和高校から

「南宇和高等学校同窓会総会」開催のお知らせ！

訂正とお詫び

　広報「あいなん」７月号で掲載した「お誕生おめでとう」のコー

ナーで、清家一
かず

真
ま

くんの保護者のお名前が間違っていました。正し

くは、俊
とし

彦
ひこ

さんではなく、俊
とし

宏
ひろ

さんでした。訂正してお詫びします。

地区名 子の名 保護者

高　　畑 古　川　夏
なつ

　羽
は

勝
かつ

也
や

中　　浦 鈴　木　心
ここ

　華
は

敦
あつひろ

弘

御荘平城 松　平　明
あき

　菜
な

潤
じゅん

御荘平城 山　下　瑛
あき

　大
と

公
まさひさ

久

御荘平城 杉　山　与
よ

　人
ひと

宏
ひろゆき

之

城 辺 乙 岡　添　　　逞
たく

大
だい

一 本 松 福　島　志
し い な

生凪 拓
たく

嗣
じ

一 本 松 福　島　昊
たい

　虎
が

拓
たく

嗣
じ

御荘菊川 柿　本　光
こう

　毅
き

大
ひろ

樹
き

地区名 亡くなった方 享年

中　　泊 吉　田　伸
しん

　一
いち

39歳

御荘菊川 山　平　忠
ただ

　重
しげ

91歳

緑　　乙   凝　地　　　古
ひさし

85歳

上 大 道 坂　本　シゲ子
こ

78歳

垣　　内 横　山　ヤチヨ 79歳

樫　　月 福　田　ミワコ 83歳

麦 ヶ 浦 幸　田　シズコ 87歳

須 ノ 川 岡　平　善
よし

　久
ひさ

92歳

油　　袋 前　田　治
はる

　子
こ

81歳

平　　碆 坂　本　キクノ 96歳

深　　浦 濵　田　シゲコ 61歳

緑　　甲 松　岡　茂
しげ

　雄
お

82歳

垣　　内 西　　　シゲ子
こ

86歳

樽　　見 武　久　冨
ふ く よ

久譽 85歳

御荘平城 森　澤　正
しょう

  治
じ

54歳

御荘菊川 阿賀田　義
よし

　明
あき

72歳

増　　田 宮　﨑　タケノ 89歳

御荘平山  尾　﨑　キミ子
こ

81歳

緑　　乙 河　野　ツユ子
こ

95歳

岩　　水 清　水　キミコ 89歳

家　　串 浅　野　テルコ 90歳

　

海
上
保
安
庁
で
は
「
未

来
に
残
そ
う
青
い
海
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
第
９
回
未
来
に
残
そ
う

青
い
海
・
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
９
月
８
日
ま
で
。

「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
０
８
」
は
９
月
12
日

ま
で
で
す
。
応
募
作
品
等
、

詳
し
く
は
、
宇
和
島
海
上

保
安
部
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
５
６
）へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
第
９
回
未
来
に
残
そ
う
青
い

海
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作

品
送
付
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
９
８
―

０
０
０
３

宇
和
島
市
住
吉
町
３
丁
目
１
―

３

宇
和
島
海
上
保
安
部

「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
０
８
」の
作
品
送
付
及
び
問

い
合
わ
せ
先

〒
１
０
５
―

０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１
―

３
―

６

彩
翠
ビ
ル　

社
団
法
人
燈
光
会

（
℡
０
３
―

３
５
０
１
―

１
０
５
４
）

　次のとおり「南宇和高等学校同窓会総会」を開催しますの
で、お知らせします。
日時　８月29日（金）18時～　場所　青い国ホテル
※当日、会費2,000円を集めさせていただきます。

●
そ
の
手
口
と
は

○
公
的
機
関
の
職
員
と
名
乗
り

「
還
付
金
が
あ
る
か
ら
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
コ
ン
ビ

ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
」
と
い
わ
れ
、
相
手
の
指
示

通
り
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
た
ら
、

還
付
で
は
な
く
振
込
み
を
さ
せ
ら

れ
て
い
た
。

●
予
防
と
対
策

○
公
的
機
関
の
職
員
が
、
電
話
で

還
付
金
の
お
知
ら
せ
を
す
る
こ
と

は
な
く
、
還
付
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
返
金

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

　

被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
金
融
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
６
月
21
日
に
「
振
り
込
め
詐

欺
救
済
法
」
が
施
行
さ
れ
、
凍

結
さ
れ
た
振
込
先
の
口
座
に
資
金

が
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
被
害

者
に
支
払
う
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
も
、
届
を
出
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
９
―

９
２
５

―

３
７
０
０
）

又
は
商
工
観
光

課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
へ

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



　今号は、全国大会、漫画

甲子園など、県代表として

出場した相撲部、梶原広
こ う だ い

大

くん ( 陸上部、3年 )、美術

部、日中国際交流音楽祭を

開催した吹奏楽部等、南宇

和高校を特集として取り上

げました。取材した生徒た

ちは、スポーツや芸術に熱

中し、光り輝いて見えまし

た。きっと、彼らにとって、

自分の可能性に全力で挑戦

したことは、その後の人生

をたくましく生き抜く力と

なることと思います。また、

何事も、栄光の陰には、選

手自身のたゆまぬ日々の努

力、外部コーチ等、地域の

サポートがあったことを忘

れてならないと思います。

　よく有名なスポーツ選手

などが「楽しんでプレーす

ることが大切」と言うコメ

ントを耳にすることがあり

ます。私は、メディアも「楽

しむためには、人知れぬ努

力が必要なこと」を積極的

に伝えてほしいと思いま

す。

　さて、南宇和高校は、多

くの住民にとって、多感な

青春期を過ごした学び舎で

す。

　今後も、生徒たちが高校

生活に誇りと自信を持っ

て、母校を巣立つことがで

きるよう、地域全体で「南

高生」をサポートしていけ

ればと思っています。

　「街道灯籠祭り 愛南」が行われ

ています。初回は「酒蔵の道をゆく」

と題して 7月 12 日に開催され、小

西酒造周辺から蓮乗寺川沿いに約

400 個の灯籠がボランティアの手

で配置されました。辺りが夕闇に

包まれる頃、灯籠に照らし出され

た酒蔵が幻想的に浮かび上がりま

した。

　灯籠祭りは、8月 23 日に僧都川

河口で「海街道をゆく」。10 月 11

日に山出・僧都地区で「山街道を

ゆく」が行われます。皆さんも是非、

いつもと違った風景をお楽しみく

ださい。

愛南町の人口
（平成２０年７月１日現在）

世帯数　11,093 戸　
人口　   26,405 人
　男　   12,341 人
　女      14,064 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
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